









環境文化史とは､ 我々を取り巻く広義の環境､ 経済､ 社会､ 人生他全ての歴史であり､ これ
らを囲碁のように並行する物語のプロットとしてシュミレーションすることにより､ より環境
破壊リスクの軽減した未来を導き出すことを目的としている｡ 素材とする 『涼宮』 シリーズは
若い読者を対象とした現在進行中のライトノベルの傑作で､ 情報爆発後の世界を描く｡ 情報爆
発は 『第三の波』 のいう情報革命を想起させる｡ 日本人はトフラーのような理論構築は得意と
しないが､ 物語を作ることは得意分野であり､ 『涼宮』 はそれらの具体化､ 情報革命後の世界
を描く作品である｡ そこで本論は近代文学と現代文学の違いを検討し､ 現代文学の特徴である
リンクによるキャラクターデザインや予言性を創り上げる構造､ システムについて述べ､ 『涼









岩 見 幸 恵
キーワード：涼宮ハルヒ､ ・トフラー､ 村上春樹､ 現代文学､ 環境
要 約
谷川流の小説 『涼宮ハルヒの憂鬱』 (以下 『涼宮』)１ で描く情報爆発後の世界を､ ・トフラー
『第三の波』 (1980) や環境文化史的視点での､ 現代文学的読解の方法であるリンクによりシュミレー
ションする｡ 現代文学の研究はリンクを用いたキャラクターデザインの解析と各々の項目が持つ予言
的要素を汲み取ることがその本体となる｡ 情報革命に至るパラダイムシフトの歴史をたどると､ 農業
革命では中央集権国家が生まれ税金を徴収し､ 公共事業や侵略戦争､ 私有という制度が生まれ､ 中央
集権国家の崩壊後､ 地方分権国家と貨幣経済が発生する｡ それに次ぐ産業革命後の社会は､ 分業によ
る大量生産､ 機械の発明による部品の互換性精度､ 文学や音楽と著作権の成立する時代である｡ 現在
進行形である情報革命後の世界ではこれら獲得した制度のいずれかの選択に迫られている｡ 集権制か












えられ､ 耽美派､ 芸術至上主義者の文学として明治の後半には登場しており､ その意味でジャ





主人公たちは探すという行為をする｡ 失せ物は御神籤の項目等にもあり､ 出てくる､ あるいは
出てこないという神話的要素を有する｡ 『涼宮』 でも団に舞込んだ最初の事件依頼として






平静を装うが､ その実､ 宙吊り状況である｡ 犯人はアリバイ工作という時間トリックを駆使し
て逃亡するが､ 探偵は真実によって犯人を追い詰める｡ しかし探偵小説は裁判に至らず､ 犯人
の発見で終わる｡ 裁判を行なわない理由は証言者の数だけ､ あるいはイデオロギーの数だけ真
















谷川流はほとんど不明｡ 村上春樹の場合は次第に判明してきた｡ 作品が男性一人称 (谷川の場
合はキョンこと ｢俺｣､ 初期の村上作品は ｢僕｣ 小説) で語られる､ 私小説的形態 (擬似私小
説) であるため､ 読者は自然に作者の経歴を作品読解のヒントに利用する｡ 故に作者は明確で
はない事実､ 借用したプロフィールを引用､ 自身のものと重ねて読者に提供する｡
一般的に最も評価の高い小説は､ 自然主義的私小説 (純文学)､ 現実を素材にした自伝的小
説である｡ その点において村上や谷川の評価は高いものではないが､ 小林多喜二の 『蟹工船』
(1929) はプロレタリア文学の最高峰とされる小説｡ プロレタリア文学も自然主義文学であり､
少なくとも自伝的な物語でなければならないはずであるが､ 小林は銀行員で､ 蟹工船には乗っ
ていない｡ つまりモデル小説 (大衆文学) で純文学の範疇から離れる｡ 故に蟹は揶揄の的とな
る｡
基本的にキャラクターデザインの方法には次の三つがあり､ 引用の多様性を導き出す｡




























という違和感に刺激され､ やがてリンクへ向う｡ 例えば村上春樹の連作 『神の子どもたちはみ
な踊る』 は都市伝説的内容で､ 地震と地下鉄サリン事件の間が物語時間であるが､ 登場人物た
ちがリンクし､ 巻き込まれるであろう地下鉄サリン事件を直接描いていない｡ つまり表現して
いない｡ しかし2001年９・11が起こり､ 一連の宗教団体が起した同時多発テロに世界が震撼す
る｡ これ以降､ 作品評価も変化し､ その先見性とともに予言性が注目されることとなった｡
また 『涼宮』 の第一回不思議探索パトロールというイベントがある｡ 『涼宮』 は作品を将来
に残すべく､ 漫画 『サザエさん』 のように年中行事が次々に展開する､ 学園生活を舞台とする





礼的文学散歩を促す｡ 登場人物たちが集うモスバーガーを出て橋を渡ると ｢盲女子ホーム｣ の
看板がある｡ ひっそりとここにある､ 見過ごされがちな､ このモニュメントはそれだけでは何
を意味するのか不明であるが､ 実はこの物語の空白の表現､ 最大の謎であるキョンという語り










生したのと同時期に ・フレイザーの 『金枝篇』 等によって提示された｡ 呪術の中心は駄洒落














替られたが､ それまで日本で唯一線路が十字に平面交差 (ダイヤモンドクロス) していた特異
な場所｡ 北西方向の山の中腹に主な舞台となる北高がある｡ この地域は今日ではほぼ復興をと
げているが阪神淡路大震災での被害は甚大であった｡ 2011年､ ３・11直後に映画公開された有
川浩の 『阪急電車』 (2008) での再開発後の映像は記憶に新しい｡ また村上のデビュー作 『風
の歌を聴け』 (1979) もこの地域を描いている｡ 1981年に大森一樹によって映画化｡ 西宮北口
は主人公僕と鼠が意気投合し､ ビールを飲んだ後､ 車で植え込みに突っ込み､ 車は大破するが
二人とも無傷であった奇跡の場所として登場する｡ 村上も谷川と同様に作品中では明示してい
ない作品舞台が､ 映像化により具体的な場所のイメージが補完されている｡ 現在 ｢阪急西宮ガー
デンズ前｣ かつての阪急ブレーブスの本拠地 ｢球場前｣ という駅である阪急西宮北口､ 通称ニ
シキタ｡ 村上は神宮球場である日突然､ 神の啓示を受け小説家になったというが､ 『涼宮』 の
世界の中心であるハルヒは､ 小学６年生の時､ 家族と訪れた野球場で大勢の観戦客を見ている
うち､ 世界において自分自身の存在の小ささを自覚｡ 世界観が変わって､ これをきっかけに全
宇宙で向けてメッセージを送り､ よりポジティな方向にシフトチェンジする｡ また西宮には甲
子園球場がある｡ 甲子は ｢きのえね｣ で､ 旧暦十干十二支の一番最初｡
ハルヒ達の通う北高は作者の出身校という､ 現実の兵庫県立西宮北高校が想定されている｡















ると作品発表時の平成15年 (2003) に15才､ 高校１年生で暦の改元に伴い､ 平成の元号と同じ
歳で未来も推移する｡ またその３年前､ 情報爆発の年は西暦のミレニアム2000年となり､ 1999
年からの2000年問題で揺れた｡
また､ の改変を加味して､ 阪神淡路大震災が基準とすると中１が1995年､ ３年後の1998
年に高１｡ 物語の冒頭のキョンの独白 ｢1999年に何が起こるわけでもなかったしな｡ 21世紀に
なっても人類はまだ月から向こうに到達してねーし｣ を考慮して､ 仮に時間の速度を２分の１
にすると３年が６年､ 物語現在である高１は2001年となり､ コンピュータの暴走を描く 『2001
年宇宙の旅』 (1968) に繋がる｡
 登場人物






同様の性格を持つ､ 西尾維新の 『化物語』 (2006) のヒロイン ｢戦場ヶ原ひたぎ｣ は名前の音
の響きが ｢ひ｣ と ｢し｣ が交代して､ ｢下着｣ と聞こえる｡ 下着は放射線や毒ガス､ ウイルス
に対する防護服あるいは戦闘服の縁語であり､ この作品では他のヒロイン達も下着に関するア
イテム､ エピソードが頻出する｡ また 『ドラゴンボール』 (1984) の最初に登場するヒロイン
は ｢ブルマ｣ で下着であり､ 『新世紀エヴァンゲリオン』 (1995) においても搭乗員達は頻繁に
下着姿になる｡




ている｡ そしてコンピ研から奪取したで団のサイトを開設｡ フラグを立て､ 一方的





しかし､ 現実の指導者は責任を取らず､ 不運を他人や部下の責任にし､ 業務上過失という責任








る彼を通じて､ ハルヒのコントロールを目指す｡ 小学生の妹がいる以外のプロフィール､ 本名
は明かされていない｡ 叔母が名付け親であるという謎のニックネーム ｢キョン｣ の意味は様々
に推測できるが､ 春の夜明け前 ｢キョーン｣ と鳴く春告鳥であるホトトギス｡ また第一回不思
議パトロールで実は示唆されていたのだが､ 読者は現実にそこに行かなければ発見できない､
モスバーガーを出て橋を渡ると発見できる不思議な ｢盲女子ホーム｣ のトタンの看板は､ この
謎を解く鍵の一つでこの地域の郷土史と関係を結ぶ｡ ここでぶつかるリンク項目である中村京
太郎 (1880－1964)７ という人物は､ この場所に昭和５年頃女性の視覚障害者のための施設
｢盲女子ホーム｣ を建設し､ 昭和19年戦争が激しくなるまでこの地にあった｡ 京太郎という名
前はキョンの由来の一つであろう｡ 京太郎は芦屋でもこの種の施設を作っており､ これは村上
の ｢めくらやなぎと眠る女｣ とリンクする｡ 民主党の仕分け作業で一位か二位で有名になった















ゴジラ８の誕生がある｡ また長門市は金子みすゞ (1903－1930)９ の出身地｡ 西宮 ｢盲女子ホー
ム｣ 設立と時を同じくする､ 昭和五年に自殺した金子みすゞは３・11以後､ 劇的にメジャーに
なった詩人であるが､ 関東大震災 (1923) の時､ デビューし､ 1984年の全集出版をきっかけに
復活した｡ 故に村上春樹の 『184』10 との関連も深い｡ 現在もテレビに ｢雀のかあさん｣
を起用している非破壊検査株式会社の､ みすゞの詩の起用の先駆けである ｢見えぬけれ
どもあるのだよ｣ というフレーズで知られる ｢星とたんぽぽ｣ の成立はみすゞのデビュー直前





す技術であるが､ 原子力発電所の建設には不可欠｡ エコー (こだま) 検査は超音波を用いたも
ので同様に運用される｡ ３・11直後のテレビのライブ映像と共にニュースの合間に繰り返し流






ンにとっての最後の砦である｡ ゆえにキョンとの情報伝達の方法は､ 実にアナログで､ 旧式の
や本の中の栞を用いる｡ これには時間と場所を指定するが日を指定していないので､ 長門
は毎日その時間に待っているのだろうかとキョンに独白させる｡ このような不完全な長門の指
示は､ 物語時間を明示しない 『涼宮』 の設定と同じである｡
また長門のような喋り方をするキャラクターで有名なのは､ 『新世紀エヴァンゲリオン』 の
綾波レイ｡ 綾波は唯一魂を宿した入れ物｡ 綾波レイのようなキャラクターあるいは碇シンジの
















(マスコット) としてハルヒに強引にスカウトされ､ 様々なコスプレを強要される｡ また部内
でメイド服でサービスする姿は江戸時代の笠森おせんという後年､ 忍者と結婚するお茶屋の女













力を発揮する｡ 転校生 (テンコウセイ) という属性により様々な要素を加味している｡ 天候あ
るいは点呼､ 典故､ 転向等を意味する｡ ３年前の情報爆発以来､ 超能力を獲得した人々で組織









人と戦うが､ 巨大な神人のイメージは 『新世紀エヴァンゲリオン』 で南極で撮影された光る巨
人や 『もののけ姫』 の､ 夜中は巨大なデイダラボッチになる鹿顔の神がある｡ 閉鎖空間内の戦
いによる神殺しは神の再生で､ 『金枝篇』 等に描かれている再生としての神殺しである｡ 古泉
らが神殺しを繰り返すために結果的に涼宮ハルヒの力は常に再生し､ 本来の力を取り戻す｡
４. 情報爆発









栗は粉にして水で晒してアクを抜き､ 団子状にして食す｡ 粉にすると保存性が増す｡ 食料の保
存は中央集権的軍事国家の侵略戦争を可能にする｡
初期の畑作である焼畑は､ ２､ ３年収穫すると農地の養分が失われ､ 畑を放棄して移動する｡
また農業用水を降雨に依存する畑作は､ 栄養価の高い表土が流失し､ 砂漠化を生む｡ やがて肥
料や農業用水の確保が可能となり定住が本格化する｡ 牧畜は家畜の頭数が限られている間は環



















故に度々洪水に見舞われる｡ 混合林の育成は最重要課題であるが､ 神戸は江戸時代､ 幕府の直
轄地である天領であったため､ 諸藩のような森林の育成や伐採の禁止もなく､ 今は環境資源と
して登山や沢登りで人気の六甲山は明治初年頃までほとんど禿山であった｡
広葉樹は枝を張る｡ 枝を支えるために根が横の伸び､ 互いに絡み合いネット状になる｡ そこ
に大量の落葉が積もり腐葉土となり､ ネット状の根と絡み､ 分厚いスポンジ状の表土となる｡
表土はしっかりと雨水を蓄え､ 表土の下の土は乾燥し､ 液状化しない｡ 一方の針葉樹は根が真




吉の頃､ 接木の技術を完成したという｡ 挿し木は接木よりも簡単な方法で､ いずれもクローン
で寿命が短く､ 染井吉野は50年ほどで世代交代が必要である｡ 故に健康な森林は苗ではなく､
種子で増やさなければならない｡ 挿し木は応急措置としての促成栽培として一定の効果がある





かつて・カールソンの 『沈黙の春』 (1962) はを告発したが､ 禁止したのは先進国






承には地域の農業､ 林業､ 漁業､ 治水の等の基本的インフラに関わる内容が含まれていたはず
である｡ 伝承の喪失は無制限に増える家畜､ 森林の喪失､ 砂漠化の進行と飢饉の発生を生み出





第１次世界大戦後､ 火薬は肥料に､ 毒ガスは殺虫剤､ 戦車はトラクターに平和利用され､ 近
代化に寄与した｡ アニメ 『となりのトトロ』 (1988) に描かれた四角形の水田は戦後の農地改
良後の姿である｡ つまりこの物語は農業の近代化が行なわれトキやコウノトリ､ 妖怪達が消え
る､ 直前の姿を映している｡ 狭山事件やグリコ森永事件を引用するが､ 近代化という大きな波
で消滅するものの末路をあえて描かないという空白で表現する｡ 『涼宮』 においても文化祭の
映画撮影の際､ ハルヒの想定する白い鳩や言葉を喋る猫が突然出現する｡ 『もののけ姫』 (1997)
で乙事主が若いイノシシが小さくなり言葉まで通じなくなったと嘆くが､ これは現在行なわれ
ている保護行為は絶滅してしまったヨーロッパバイソンの復元を手本としている事への揶揄｡













































集権国家は崩壊し分裂する｡ 地方分権の登場である｡ 中央集権国家崩壊後､ 日本では武士が支
配し､ 外交と軍事以外は地方政府に任せる地方分権的国家となる｡ 地方分権は貨幣経済を招来
する｡ 地方分権は徳川時代が最も進化した｡ 幕府は江戸に諸藩の武士を集め､ その給与を使わ
せることによって巨大な消費都市を作った｡ 50万を越える武士とその家族を食べさせ着させ住




































る｡ 英国の場合､ 産業革命が進行するとともに近代的な散文学が登場する｡ しかし近代文学登
場以前に正書法の獲得が必要である｡ 欧米の場合､ 言文一致は自民族語による記述である｡ ル
ネッサンス期にそれらの先駆が生まれる｡ 中世においてローマ帝国の共通語であったラテン語
から宗教革命を経て､ 自国民語訳の聖書を手にし､ 同時にグーテンベルグの印刷機械で出版が
成された｡ 自国語の正書法とは言文一致､ つまり口語に近い文章表現であり､ 散文はこれらに
よって表現可能となり､ 一般に普及する｡
日本では明治期に言文一致の獲得という一般的認識があるが､ 欧米の事情と比較すると日本



























ない｡ 富の拡大や再生産､ 再分配が続く間は日本は経済大国であり続けるが､ やがて富や資源



















る｡ また磁石や電池も不可欠であるが､ 生産にはレアアースつまり放射性物質が使われる｡ 原
発の放射能を避けるためにレアアースの放射能を受け入れるのは大きな矛盾でしかない｡
環境破壊と公害問題は企業の存続を脅かす｡ 炭鉱は戦前には北海道や九州に多数存在してい
たが､ 現在はほとんど放置されている｡ 石炭は硫黄化合物や放射性同位元素を含むが､ 1970年
代に環境技術が進歩して硫黄化合物の除去が自国の技術で可能になった｡ いまや石炭は比較的
リスクが少ないエネルギーである｡ 当然今こそ､ 太陽光発電と石炭コウジェネレーション発電



























ステムだけの会社になる｡ 当然､ 原子力発電は廃止となるが､ 放射性物質が消えたわけではな











子炉を持つ電力会社は北海道､ 関西､ 四国､ 九州の４つだけで､ 他は沸騰水型で危険である｡
また､ どの原発も海に面しており､ 津波が来れば放射性物質の流失は避けられない｡
放射性物質の処分は結局１万年以上保管できる不変の容器が必要だが､ いずれの国も企業も










































者は年金を貰えないばかりか､ それまで払ったものも､ 取られた儘で還元されず､ 年金受給者
も所属した組織により金額が異なり不平等感を助長する｡ 健康保険の場合も同様であるが､ そ
れによって利益を得る人々が医療関係者に傾きすぎると不平等感が助長される｡

















る｡ 機械そのものにも部品等に情報は含まれ､ 化する｡ 情報の定義は人々がに繋がっ
た状態をいう｡ ソーシャルネットワークは一種のである｡ 問題は今日のもも本来













 ネットワークへの接続 (リンク)､ あるいはスタンドアローンという選択
電話や無線､ インターネットによってへ繋がる｡ ①直列接続 (階層的接続) は中央集権
的であり､ ②並列的接続は地方分権的である｡ また③孤立主義というリスク回避｡





その上司は更に上の上司に報告し､ 数段階の階層を経て､ 最後に命令が出る｡ 次々に部下を経
て､ 最終的にの入力専門係に到達し､ 入力がなされるが､ それまでに相当の時間が経過し
ており､ 時期を逸している｡ に入力すると一般のメンバーは閲覧するが､ はあくまで
も補佐的データでしかなく､ 命令系統は別に存在する｡ 命令系統もまた同じように数次の階層






②並列的接続 (短い接続) は階層をほとんど設けない､ 『涼宮』 的接続である｡ 階層の一番
上と一番下は１あるいは２程度の階層である｡ 末端のメンバーが情報を入手すると､ 即座に
に入力する｡ 入力を行なうと周辺のメンバーが､ そのデータが正しいか悪意がないかを点
検し､ 場合によっては削除する｡ 階層的接続構造では頂点のメンバー周辺に､ の専門の管
理者が毒見のようなことをする｡ つまり入力専門と点検専門の構成員が二重に存在する｡ 階層
的接続は野球やバレーボールの役割分担に近く､ メンバーそれぞれが専門家であるが､ 補充が
難しく､ 監督のサインのみで動くが､ 逆にサインがないと動けない｡ 監督は絶対的な命令を出
すように見えるが､ 監督の状況判断は瞬時ではない｡ 現実社会では命令者が命令を下すまでに
は相当のタイムラグあり､ 遅きに失する場合が多い｡ 並列的接続はバスケットボールやサッカー



















の特産品が盛んに生産された｡ 特産品は換金性が高く､ 江戸時代の天領で､ 最も換金性の高い
物産が生産され､ 大金持ちを多数輩出した｡ 次いで全国の城下町で､ 各藩の殖産興業政策によ
り独自の文化が花開くが､ あまりに特産品に傾きすぎると飢饉を生む｡ そのようにして地方分
権と貨幣経済あるいは資本主義が発展した｡ 商店街の再生には､ たとえ交通が不便でも､ 人々









した量販店との安売り競争は無意味で､ 安売りは利益を生まず､ 資本力で必ず敗北する｡ 量販
店はシェアーという別基準で動いている｡ これは強国に対する､ 小国の軍事力あるいは経済力
戦争に似ている｡ 戦争や公共事業に対抗し得る政策は､ 地方や田舎における不動産の無償提供




う｡ 日本の律令制は明治維新まで存続し現代に至る｡ それは重要なのは制度ではなく､ 実際に
はその運用の問題であることを示唆する｡ 『涼宮』 で描かれる団の存在は､ 律令制に対す
る守護地頭的運用である｡ より強い個､ 思念を持つものが世界を動かす｡ ハルヒの行動は強引
で突飛押しのないもののように見えて理性的で､ 明確な意志がある｡ そして既成の組織を壊さ




きく揺らいだ｡ エコそのものというよりも､ それらの情報には幻想､ 虚偽､ 悪意､ 危険といっ









１ 『涼宮ハルヒの憂鬱』 (角川文庫､ 2003・６)｡ 『溜息』 (2003・10)｡ 『退屈』 (2004・１)｡ 『消失』
(2004・８)｡ 『暴走』 (2004・10)｡ 『動揺』 (2005・４)｡ 『陰謀』 (2005・９)｡ 『憤慨』 (2006・５)｡
『分裂』 (2007・４)｡ 『驚愕・前後』 (2011・５)｡ 他にテレビアニメ版､ 劇場版アニメ版がある｡
２ 新潮社､ 2000年｡ 拙著 ｢『神の子どもたちはみな踊る』 についての一考察｣ ｢親和国文｣ 2003・12｡
｢立論のためのリスト｣ (｢村上春樹｣ 国文学解釈と鑑賞､ 2008・１)｡
３ 1974年､ 養護施設で子供が二人行方不明になり､ 死体で見つかり､ 冤罪事件に発展｡
４ 1984年､ 江崎グリコ社長誘拐事件から食品関連企業の脅迫事件に発展｡ かい人21面相事件ともいう｡
アイコンを駆使し､ ネット上で巧みに画策する犯人を描いた､ 士郎正宗のテレビアニメ 『攻殻機動
隊	
	』 の製薬会社脅迫事件､ 笑い男事件はこの引用｡
５ 『螢・納屋を焼く・その他の短編』 新潮社 (1984・１)｡ 阪神淡路大震災後の自作の朗読会で発表し
たことにより､ ２つのバージョンがある｡
６ 中村光の漫画 『荒川アンダーザブリッジ』 (2004) に石灰で白線を引く人物が登場する｡
７ 自身視覚障害者でこの分野の教育者､ 点字新聞編集者として大きな功績があった｡
８ 映画 『ゴジラ』 1954・11・３公開｡
９ 拙著 ｢現代文学としての金子みすゞ｣ (『女性だけで読んだ金子みすゞ』 勉誠出版､ 2013)｡
10 新潮社 (2009・５､ 2010・４)｡
11 新潮社 (1977)｡ 1954年９月初日から翌年６月６日までの物語｡
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